


















































































































































































































































































































































































































出 所：Vasilopoulou, S. (2016) “UK Euroscepticism and the Brexit 












































































































































































































































































































































































































































































⑵　Heppell, Timothy (2013) “Cameron and Liberal Conservatism: Attitudes within the 
Parliamentary Conservative Party and Conservative Ministers,” British Journal of 






































保守党 36.9 331 
労働党 30.4 232 
自由民主党 7.9 8 
UKIP 12.6 1 
SNP 4.7 56 














































































































































































































目的 統一 イギリス メキシコ、台湾分立 日本、チェコ アメリカ、アルゼンチン
出 所：Stephen Haggard and Mathew D. McCubbins  “Introduction: 
Political Institutions and the Determinants of Public Policy,” in 
Stephen Haggard and Mathew D. McCubbins eds. Presidents, 
Parliaments, and Policy , Cambridge University Press, 2001.
　しかし現在は、この枠組も変化してきています。今日ここまで議論し
てきたように、イギリスでも単独政権の形成が難しくなってきている上
に、特にEUの問題をめぐっては、政党内でも意見がバラバラで一体性
が低い。そうなるとイギリスでも、執政優位になる条件が満たされなく
なってきています。逆に日本は、「安倍一強」ともよく言われますが、
執政優位になってきている面があります。選挙制度が小選挙区制に変
わったこともあって自民党の一体性が高まっている上に、連立政権とは
言え、自民党だけで議席の過半数は占められている状態ですから、執政
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と議会との間の目的も一致するようになってきているためです。この視
点からすると、かつてのイギリスのような状況に日本は近づき、逆にイ
ギリスはかつての日本のような位置付けに近づいているとも言えます。
どちらが良いかというのは、また別の問題になりますが。
おわりに
　さて、結局のところイギリス議会政治はどのように変化しているかを
まとめます。イギリス議会政治は、かつては首相あるいは内閣が強い議
院内閣制だと言われていました。これを支えているのは、与党の政党の
一体性と、二大政党制であるため一つの政党で過半数を占めるというこ
とが条件になっていました。しかし現在は、EUの争点に関して言えば、
政党内対立が非常に激しいということと、もう一つは二大政党というよ
りは多党化が進んできていて、二大政党で取れる議席数が減り、単独政
権の形成が難しくなっていることがあります。そのため、かつての条件
が弱まっていることになり、それが影響して、首相の決める強さも弱まっ
ており、かつてほど執政優位とは言えません。そうなると、EU離脱に
関しても、EUと交渉して離脱案を首相がまとめてきても、議会を通せ
ないということになります。それが繰り返されて現在に至るというわけ
です。これを打開するためには、一つの政党で過半数を占められる状態
に少なくとも持っていくことだということで、12月に選挙が行われる。
皆さんも12月の選挙に注目してもらえたらと思います。
（拍手）
質疑応答
【司会（源島）】
　それでは、質疑応答に移ります。どなたかいらっしゃいますか。
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【質問者(学生)】
　今回は貴重なお話ありがとうございました。今回の英国EU離脱につ
いてウェールズ・アイルランド・北アイルランドの反応があまり取り上
げられていませんが、北アイルランド問題とかもありましてホットな話
題だろうと思います。その点についてお願いします。
【講師（近藤先生）】
　北アイルランドの問題は、実は非常に大きな問題です。地図を見ると、
アイルランド島の一部が北アイルランドと呼ばれイギリスに属しており、
他はアイルランドという別の国です。一つの島の中でもイギリスとアイ
ルランドに分かれており、非常に痛ましい歴史のあるところです。アイ
ルランドはカトリックが中心の国ですが、北アイルランドはプロテスタ
ントが中心です。北アイルランドの人たちは、イギリス国教会の方が良
いと思ってイギリスにいますが、同じ島の中だから、カトリックの人た
ちもいるわけです。
　北アイルランドに住むカトリックの人たちは、イギリスではなくアイ
ルランドの方に入りたいという場合もあります。その人たちの一部が過
激化して、IRAというテロ組織を組織してテロ事件を起こしたりしまし
た。ですから今でこそテロというとイスラム国などが話題に上りますが、
30年前とか40年前だったら、IRAのテロが有名でした。最近では収まっ
ているのはいろいろと理由がありますが、その一つはEUに入ったこと
でアイルランドと北アイルランドの国境がたいして意味がなくなったと
いうことがあります。
　しかしイギリスがEU離脱した場合、何もしなければ北アイルランド
とアイルランドとの間にも国境が復活します。これは大きな問題で、こ
この国境をどうするかということが最大の難関になっています。国境が
復活すると、これだけ関係が深いアイルランドと北アイルランドとの間
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で、人やモノの移動に関して制約がかかって経済的にも不利益が多い上
に、北アイルランド問題が再燃する可能性もある。しかし、国境を復活
させないということになると、EUを離脱したといっても、加盟時と同
じような条件をここの国境に定めることになり、特に強硬離脱派にとっ
ては離脱の意味がないということになる。どちらをとっても問題は多い
ということになるわけです。
　最初のメイ首相の案は、アイルランドと北アイルランドとの間の国境
は特例的に開放したままにするというものでしたが、これには保守党内
の強硬離脱派が反対し、頓挫しました。現在のジョンソン首相の案は、
北アイルランドだけを自由な移動の領域として残すというものです。こ
れは事実上、アイルランドと北アイルランドの間の国境は開放したまま
にするが、北アイルランドとそのほかのイギリスとの間では国境を設け
ようとするような意味があります。しかし、これには、保守党に閣外協
力している北アイルランドの民主統一党が反対しています。民主統一党
というのは、どこと「統一」していたいかというと、イギリスと「統一」
していたいわけです。だからここに国境めいたものを作ってしまう案に
対しては、北アイルランド民主統一党が反対します。そうすると閣外協
力も得られないので、ますますジョンソン首相の案に対しては少数の支
持しか得られないことになってしまう。ということで、これはもう選挙
するしかない、となったのが今の状況です。
【質問者(教員)】
　本日はありがとうございました。お伺いしたいのは、イギリス議会政
治の変化の傾向というのは、BREXITというイシューに関してはこのこ
とが非常に強く表れていると思います。一方で他にも色んなイシューが
あると思いますが、イギリスではどんな争点があるのか、主だったもの
を教えて頂きたいと思います。また、それらの争点に関して変化の図式
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は当てはまるのかどうかについてお聞きしたいのですが。
【講師（近藤先生）】
　ありがとうございます。これは、イギリスにおいて執政優位の状況が
崩れてきているということは、EU離脱が最も典型的ではありますが、
その他の様々な争点に関しても生じていると考えています。例えば、政
党の一体性という点で言うと、社会保障や財政などの問題に関しても、
保守党の中でも色々割れているし、労働党でも右派と左派との間で割れ
ています。ですから社会保障とか緊縮財政にどういう立場をとるかとい
うことに対しても、政党の一体性というのは弱まっているところがあり
ます。
　イギリスにおいて常に重要な争点となる医療の問題なども、そこまで
前面には出てきてないですが、例えばどの程度民間に任せるかという点
などにおいて、やはり政党内対立に繋がってきているところがあります。
EU離脱の問題は、もちろん目に見える形で政党の一体性の弱まりを示
していますが、EUの国民投票の前から、じわじわとこの変化は様々な
争点に関して生じてきているということが言えると思います。
【司会（源島）】
　それでは、時間もおしているのでこれにて講演会を終了としたいと思
います。最後にもう一度拍手をお願いします。
（拍手）
終了
